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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

個
性
豊
か
な
７
町
村
が
合
併
し
、
市
が

誕
生
し
て
か
ら
早
く
も
４
年
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
４
年
間
は
、

７
町
村
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
生
か
し
た
魅

力
あ
る
市
の
実
現
に
む
け
、
市
民
の
皆
さ

ま
と
全
力
で
市
政
に
取
り
組
み
、「
南
房
総

市
総
合
計
画
」
に
も
と
づ
く
「
環
境
・
観

光
の
都
市
づ
く
り
」「
市
民
の
皆
さ
ま
と
の

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
教
育
の
充
実
」

「
産
業
の
育
成
」
を
基
本
に
一
歩
一
歩
、
着

実
に
歩
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
は
市
内
８
カ
所
に
お
い
て

「
市
政
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、

有
意
義
な
「
市
政
懇
談
会
」
と
す
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
を
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

「
市
政
懇
談
会
」
で
は
、
市
の
現
状
と
将

来
の
展
望
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し
た
。

市
は
、
市
町
村
合
併
に
よ
る
国
や
県
か

ら
の
特
例
措
置
を
受
け
て
い
る
と
は
い
え
、

将
来
の
展
望
は
楽
観
で
き
る
も
の
で
は
な

く
、
こ
の
特
例
措
置
が
受
け
ら
れ
る
間
に
、

施
設
の
統
廃
合
、
職
員
の
削
減
、
予
算
の

見
直
し
な
ど
、
速
や
か
に
行
政
改
革
を
実

行
し
、
行
財
政
規
模
を
適
正
な
も
の
に
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、「
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
異
な
る
行
政
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
、「
ま
ち
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」

に
よ
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
活
動
団
体
が
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
活
性
化
を
図
る
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
各
地
域
の
課
題
を

地
域
住
民
が
解
決
す
る
た
め
の
「
地
域
力
」

を
育
み
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
で
支
え
あ
い
安

全
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
行
政
と
市
民
が
連
携
し
て
各
地
域
に

あ
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
構
築
し
て
い
く

た
め
の
組
織
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

本
年
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
た
く
さ
ん

の
夢
が
詰
ま
っ
た
南
房
総
市
の
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
邁
進
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

を
進
め
、
ま
た
、
安
房
郡
市
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
で
着
手
し
て
お
り
ま
す
新
火

葬
場
も
平
成
24
年
度
操
業
開
始
を
目
指
し

て
造
成
工
事
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
関
係
各
位
の
ご
尽
力
に
対
し
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
私
ど
も
議
会
と
い
た
し
ま
し

て
、
地
域
の
個
性
を
生
か
し
、
活
力
に
満

ち
た
「
南
房
総
市
」
の
さ
ら
な
る
発
展
と

市
民
の
負
託
に
応
え
る
た
め
、
最
善
の
努

力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
希
望
に
満
ち
た
平

成
22
年
の
新
春
を
、
ご
健
勝
に
お
迎
え
の

こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
数
年
ま
っ
た
く
先
の
見
え
な
い
、

世
界
的
な
金
融
経
済
危
機
、
歯
止
め
の
き

か
な
い
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
過
疎

化
、
雇
用
の
悪
化
な
ど
に
よ
り
社
会
情
勢

は
激
変
し
、
地
方
自
治
体
は
か
つ
て
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
厳
し
い
時
代
に
直
面
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
経
済
情
勢
の
中
に
あ
っ
て

昨
年
１
月
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
バ
ラ

ク
・
オ
バ
マ
氏
が
当
選
、
国
内
に
お
い
て

は
、
３
月
に
千
葉
県
知
事
に
森
田
健
作
氏

が
当
選
、
８
月
30
日
に
行
わ
れ
た
衆
議
院

議
員
選
挙
で
は
、
民
主
党
の
圧
勝
、
９
月

16
日
、
鳩
山
内
閣
の
発
足
と
、
選
挙
に
よ

る
変
革
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

市
に
お
い
て
は
、
白
浜
中
学
校
改
築
事

業
、
富
浦
小
学
校
校
舎
棟
耐
震
補
強
工
事
、

市
道
原
岡
54
号
線
森
台
橋
架
替
工
事
な
ど

南
房
総
市
議
会
議
長

折
原
信
夫

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ 

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ 

南
房
総
市
長

石
井
　
裕
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※　投票所は施設の使用状況により変更となることがあります｡
※　4月11日（日）に予定される、南房総市長選挙・市議会議員一般選挙から適用されます｡
問い合わせ 市選挙管理委員会　TEL 33－1131

今回の投票区の再編は、市内投票区の公平性の確保および投票所施設のバリアフリー化や駐車場の確保

など、投票に係る環境の向上を目的に行いました｡

投票区の大きさは旧小学校区を基準とし、行政区を単位として再編しました｡

新しい投票区は次のとおりです｡

南房総市投票区一覧

市の投票区を27投票区に再編

地区 投票区 投票所 区　　域 

第１ 

第２ 
 

第３ 
 

第４ 

第５ 

第６ 

第７ 

第８ 

第９ 

第１０ 

第１１ 

第１２ 

第１３ 

第１４ 
 

第１５ 
 

第１６ 
 

第１７ 
 

第１８ 

第１９ 

第２０ 
 

第２１ 
 

第２２ 

第２３ 

第２４ 
 

第２５ 

 

第２６ 

 

第２７ 

富浦町南無谷、富浦町豊岡の一部 

富浦町豊岡の一部、富浦町原岡、富浦町多田良、富浦町青木 

富浦町深名、富浦町福澤、富浦町宮本、富浦町丹生、富浦町大津、

富浦町手取、富浦町居倉 

久枝、二部、検儀谷 

市部、竹内、高崎、小浦、宮谷、合戸 

平久里中、山田、荒川、川上、井野、平久里下、吉沢、平塚、犬掛 

増間、上滝田、下滝田、千代、三坂 

上堀、下堀、谷向、海老敷、大学口、山下、川田、明石、本織、府中 

池之内、中、御庄、山名 

白浜町乙浜、白浜町白浜の一部（塩浦） 

白浜町白浜の一部（名倉、原、小戸、下沢、青木、島崎、東横渚） 

白浜町滝口の一部（西横渚、川下、本郷） 

白浜町滝口の一部（砂取）、白浜町根本 

千倉町白子、千倉町川合、千倉町久保 

千倉町宇田、千倉町北朝夷の一部（金沢、椎の木原の一部）、千倉

町瀬戸の一部（上瀬戸、下瀬戸、椎の木原）、千倉町牧田 

千倉町大貫、千倉町川戸 

千倉町瀬戸の一部（寺庭）、千倉町北朝夷の一部（金沢を除く寺庭、

谷津、北千倉、岡瀬田）、千倉町南朝夷（南千倉、谷津、岡瀬田） 

千倉町平舘、千倉町川口、千倉町忽戸、千倉町北朝夷の一部（蓮台枝） 

千倉町千田、千倉町平磯、千倉町白間津、千倉町大川 

大井の一部、丸山平塚 

石堂、石堂原、川谷、御子神、宮下、大井の一部、珠師ヶ谷、丸

本郷、石神、前田 

岩糸、西原、小戸、沓見、古川、加茂、久保 

白子、安馬谷、峰 

和田町花園、和田町柴、和田町仁我浦の一部、和田町和田、和田町真浦の一部 

和田町小川、和田町黒岩、和田町小向、和田町上三原の一部（下区、

中区）、和田町真浦の一部、和田町石堂、和田町中三原飛地 

和田町上三原の一部（上区）、和田町布野、和田町磑森、和田町

五十蔵、和田町仁我浦の一部 

和田町白渚、和田町下三原、和田町中三原、和田町上三原飛地、和田町黒岩飛地、

和田町白渚飛地、和田町真浦飛地、和田町松田、和田町海発、和田町沼 

南無谷枇杷倉庫 

南房総市役所別館１ 
 

八束小学校体育館 
 

富山公民館 

岩井小学校体育館 

富山コミュニティセンター 

上滝田公民館 

三芳農村環境改善センター 

三芳花束加工施設 

乙浜集落センター 

南房総市役所白浜支所 

白浜フローラルホール 

根本集会所 

白子東浜・川端コミュニティ集会所 
 

健田小学校体育館 
 

大貫コミュニティ集会所 
 

朝夷小学校体育館 
 

忽戸小学校体育館 

七浦小学校体育館 

大井青年館 
 

丸小学校体育館 
 

丸山中学校体育館会議室 

千歳ミーティングハウス 

和田コミュニティセンター 
 

北三原公民館 

 

自然の宿「くすの木」 

 

地域福祉センター「やすらぎ」 

富
浦 

富
山 

三
芳 

白
浜 

千
倉 

丸
山 

和
田 



在
に
至
る
ま
で
長
年
に
わ
た
り
、
保
護
司

と
し
て
保
護
観
察
、
環
境
調
整
、
犯
罪
や

非
行
防
止
活
動
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
、
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

生
稲
　
謹
爾

き
ん
じ

（
富
浦
地
区
）

本
間
　
誠
章

せ
い
し
ょ
う
（
富
浦
地
区
）

庄
司
　

驗

ぎ
ょ
う
ゆ
う
（
富
山
地
区
）

高
木
　
幹
直

み
き
な
お

（
千
倉
地
区
）

小
泉
　
晃
淳

こ
う
じ
ゅ
ん
（
千
倉
地
区
）
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11
月
20
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
た
平
成

21
年
度
全
国
社
会
福
祉
大
会
に
お
い
て
、

千
倉
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
山
口
常
道

さ
ん
が
厚
生
労
働
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

山
口
さ
ん
は
、
昭
和
58
年
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
、
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て

長
年
に
わ
た
り
精
力
的
に
活
動
し
、
地
域

福
祉
の
推
進
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
、
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

11
月
13
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
た
第
53

回
千
葉
県
更
生
保
護
大
会
に
お
い
て
、
安

房
地
区
保
護
司
会
南
房
総
支
部
保
護
司
５

人
が
法
務
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

５
人
の
保
護
司
は
、
昭
和
62
年
か
ら
現

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

社
会
福
祉
功
労
者

厚
生
労
働
大
臣
賞
受
賞

表彰された皆さん

山口常道さん

更
生
保
護
制
度
施
行
60
周
年
記
念

法
務
大
臣
賞
受
賞

■
白
浜
・
和
田
の
考
え
る
会
が
「
準
備
委

員
会
」
へ
移
行
！
　
〜
よ
り
具
体
的
な

活
動
目
標
と
組
織
づ
く
り
へ
〜

市
内
の
他
地
域
に
先
駆
け
、
地
域
づ
く

り
協
議
会
設
立
に
向
け
活
動
し
て
い
た
白

浜
・
和
田
の
「
考
え
る
会
」
が
、「
準
備

委
員
会
」
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。
現
在
、

両
地
域
の
「
準
備
委
員
会
」
で
は
、
10
人

程
度
の
メ
ン
バ
ー
で
、
組
織
の
名
称
や
活

動
目
標
、
規
約
な
ど
の
具
体
的
な
原
案
づ

く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
準
備
委
員
会
設
立
」
の
動
き
な

ど
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
り
広
く
お
知
ら

せ
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
地
域
の
か
わ

ら
ば
ん
（
白
浜
地
域
は
「
し
ら
は
ま
協
働

つ
う
し
ん
」、和
田
地
域
は「
わ
だ
い
す
き
」）

が
昨
年
12
月
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
両
地

域
で
は
、
広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
と
一
緒

に
配
布
さ
れ
ま
す
。

今
後
、
両
「
準
備
委
員
会
」
で
は
、
規

約
や
予
算
な
ど
、
協
議
会
の
具
体
的
な
組

織
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

※

準
備
委
員
会
は
、
誰
で
も
傍
聴
で
き

ま
す
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

和
田
支
所
お
よ
び
和
田
公
民
館
の
機
能

や
活
動
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
集

約
す
る
た
め
の
改
修
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

改
修
の
内
容
は
、
１
階
で
支
所
お
よ
び

公
民
館
の
事
務
を
行
う
た
め
の
シ
ャ
ッ
タ

ー
設
置
、
１
階
・
２
階
へ
の
個
別
エ
ア
コ

ン
の
設
置
、
ト
イ
レ
天
井
や
床
の
改
修
な

ど
で
す
。

工
事
開
始
は
１
月
下
旬
か
ら
の
を
予
定

で
す
。
工
事
が
終
了
次
第
、
機
能
の
移
転

を
行
い
、
そ
の
後
、
支
所
と
公
民
館
の
解

体
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
　
市
民
協
働
　

推
進
室
　
℡
33
│
１
０
０
５

発行が始まった地域のかわらばん

※

会
議
の
内
容
は
、
市
民
活
動
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
み
ん
み
ん
ネ
ッ

ト
」h

ttp
:/
/
civil.m

b
o
so
-

etoko.jp/

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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11
月
21
日
（
土
）、
市
民
環
境
大
学
が

閉
講
し
ま
し
た
。

市
民
環
境
大
学
は
、
９
月
12
日
（
土
）

に
第
１
回
が
始
ま
り
、
11
月
21
日
（
土
）

ま
で
７
回
の
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講

義
に
は
、
１
０
０
人
の
市
民
か
ら
受
講
申

込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
全
講
義
７
回
中
５

回
以
上
の
出
席
者
56
人
に
「
修
了
証
」
を
、

ま
た
６
回
以
上
出
席
さ
れ
た
42
人
に
エ
コ

リ
ー
ダ
ー
「
認
定
書
」
を
交
付
し
ま
し
た
。

こ
の
市
民
環
境
大
学
は
全
国
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
競
走
施
行
者
協
議
会
か
ら
の
助
成

を
受
け
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

平
野
レ
ミ
さ
ん
講
演
会
の参

加
者
募
集

市
に
お
け
る
地
産
地
消
運
動
の
キ
ッ

ク
オ
フ
（
開
始
を
宣
言
す
る
）
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。

各
種
メ
デ
ィ
ア
で
有
名
な
料
理
愛
好

家
の
平
野
レ
ミ
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
や

市
内
の
農
家
や
事
業
者
の
代
表
な
ど
を

交
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

「
南
房
総
食
材
を
使
っ
た
料
理
コ
ン
テ
ス

ト
」
応
募
作
品
か
ら
選
出
し
た
料
理
の

振
る
舞
い
、
市
内
の
食
を
堪
能

た
ん
の
う

で
き
る

ブ
ー
ス
が
多
数
出
店
し
ま
す
。

講
演
会
で
は
、
地
元
生
産
者
が
つ
く

る
新
鮮
で
安
全
・
安
心
な
食
材
を
使
う

地
産
地
消
の
意
義
、
そ
の
食
材
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
た
家
庭
料
理
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。

地
元
の
食
材
を
知
り
、
食
卓
に
取
り

入
れ
る
き
っ
か
け
に
し
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
２

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
平
野
レ
ミ
さ
ん
講
演
会
》

多
数
の
参
加
希
望
者
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
事
前
申
込
制
と
し
ま
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
事
前
の

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
受
付
後
、

入
場
券
を
送
付
し
ま
す
。

講
演
会
日
時

２
月
28
日(

日)

正
午
か
ら
午
後
２
時
ま
で

場
　
　
　
所

白
浜
フ
ロ
ー
ラ
ル
ホ
ー
ル

定
　
　
　
員

３
０
０
人
（
先
着
順
）

※

入
場
券
を
お
持
ち
の
人
を
優
先

し
、
会
場
に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
、

当
日
聴
講
も
で
き
ま
す
。

保
　
　
　
育

講
演
中
、１
歳
以
上
の
未

就
学
の
お
子
さ
ん
を
市
保
育
士
が
お

預
か
り
し
ま
す
。

申
込
期
限

２
月
19
日(

金)

午
後
５
時
ま
で

申
込
方
法

Ｅ
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
必
要
事
項
（
名
前
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
電
話
番
号
、
性
別
、
年
齢
、

参
加
希
望
者
全
員
の
名
前
）
を
記
入

し
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電

話
で
も
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※

詳
し
く
は
、
地
産
地
消
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://civil.m

boso-etoko.jp/
chisan-chisho/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
地
域
再
生
室

Ｅ
メ
ー
ル
　chisan-chisho@

city.
m
inam

iboso.chiba.jp

FAX
20
│
４
５
９
８

℡
33
│
１
１
４
７

認定書を手渡す石井市長

テレビでおなじみ
料理愛好家　平野レミさん

市
民
環
境
大
学
閉
講

主婦目線で
お話します！
簡単レシピも
紹介します

2月28日 

地産地消キックオフイベント開催！ 

平野レミさんに学ぶ 
          あんしん家庭料理 
平野レミさんに学ぶ 
    あんしん家庭料理 

日 
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【今月の環境標語】

「始めてみよう　ECO活動　
終わりにしよう　温暖化」

環境標語コンテスト最優秀賞
三芳中学校2年　近藤　有加さんの作品

＜標語の趣旨＞ みんながＥＣＯ活動を始めて、温暖化現象を少しで
も抑えようという気持ちで作りました｡

環境問題は年々深刻になっています。環境問題とは、私たち人間が生活していく中でまわりの環境が
変化し発生した問題のことで、地球温暖化やごみ、大気汚染などさまざまな問題が起こっています。私
たちが日頃の便利な生活をしていることで、地球環境に対し大きな影響を与えているため、環境への負
荷をできる限り減らし、かけがえのない財産である自然を守り、育て、そして次の世代の子どもたちへ
引き継いでいくことは私たちの責任でもあります｡
そのためにも私たちは、自分の生活スタイルや社会経済活動を見直し、一人ひとりができることから

環境にやさしい活動（エコ活動または環境活動）を行うことが大切です｡
私たちが生活する身近なところから、何か1つでも環境にやさしい活動を見つけて今日から始めてみ

ませんか。一人ひとりの小さな力も、家族から地域へと活動の輪が広がり、大きな力に変わります。私
たちの住むこの美しい地球を守るためにも、今日から始めてみましょう｡

Ｎo.31
エコ★ニュースエコ★ニュース

環境保全課　環境都市づくり推進室 
TEL 33－1042

身近なところから始めてみよう　エコ活動

「始めてみよう　ＥＣＯ活動　終わりにしよう　温暖化」

私たちもエコキャップ運動に参加しています

三芳地区・アメリカン電機㈱の皆
さん 富山地区・市部ボランティアチームの皆さん

千倉中学校　3年2組の皆さん

エコキャップ運動は、環境活動の1つとして、事業所、福祉施設、市民団体、学校の皆さんからのご協力をいただい
ています｡今回ご紹介した事業所以外にも館山ベイロータリークラブや個人の人もたくさんのエコキャップを市役所に
届けてくださいます｡皆さん、ご協力ありがとうございます｡（富浦地区）大矢さん、（富山地区）小澤さん、井野さん、
上村さん、加藤さん、（千倉地区）渋川さん、工藤さん　ほか｡
市では、現在、市内小学生の環境活動を紹介した「南房総市エコライフ☆カレンダー2010年」を発行し、市役所な
ど公共施設で無料配布しています｡

富浦中学校　生徒会の皆さん 白浜中学校　生徒会の皆さん ほしぞら子ども会の皆さん（千倉・上瀬戸区）
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商品の材料として使われています｡ 例えば・・・

●　ごみ箱（高さ60㎝くらい）･･･キャップ1,040個分（2.4㎏）

●　植木鉢（高さ20㎝くらい）･･････････････キャップ48個分（120ｇ）

●　小物入れ（鉛筆入れ）･･･････････････キャップ56個分（140ｇ）

●　ボールペン･････････････････････････キャップ2個分くらい

※ 大きな物では、車のバンパー（部品の一部）やパレット（荷物の輸送

用の「すのこ」のようなもの）に多く使われているそうです｡

エコキャップの引取事業者
「アルファ・ジャパン」池田さん

① 市役所に集まったキャップは、
リサイクル事業者に引き渡し、
工場に運ばれます｡

② キャップは、埼玉県にあるリ
サイクル工場に運ばれ、毎日キ
ャップ160万個（約4トン）が
リサイクルされています｡
※ 1カ月に約4,000万個が運ば
れて来るそうです｡

④ フレークを高温で溶かし、そば
状に伸ばして、水で冷やし固めま
す｡

⑤ 製品化しやすいように小さな粒
にします（ペレットといいます）。

⑥ ペレットを大きな袋に入れ、
各事業者（メーカー）の再商品
化製品製造工業に送られ、いろ
いろな商品に生まれ変わります｡

③ キャップは、使えないものを取
り除き、洗って、機械で細かくし
ます（フレークといいます）｡

蛯 蛯
蛯蛯

蛯
エコキャップの

リサイクル工場に行ってきました

皆さんにご協力いただいているエコキャップ運動で、回収された
ペットボトルのフタが、どのように再利用されているのかを調べて
きました｡エコキャップ引取事業者の池田さんから、キャップを集め
る時のお願いとして、「キャップについているシールをはがし、さっ
と水で洗い、乾かしてから出してください」とのことでした｡

キャップの
リサイクル部分｝
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平成　　  年 南房総市　　 21 1021 1021 10 発表 大ニュース 大ニュース 大ニュース 
　平成21年は、市民憲章の制定をはじめ、未来につながるさまざまな事業を進めました｡　　 
　これら多くの出来事や事業の中から、職員が市政10大ニュースを選びました｡ 

内　　　　　容 順位 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

市民憲章を制定（3月） 
　　市の理念やまちづくりの方向を明らかにし、市民の生活、環境などにかかる理 
　想や願いを示しています｡ 

プレミアム付き商品券を発売（6月・12月） 
　　定額給付金の給付にあわせて、30％のプレミアム付き「が
　んばる子育て応援券」、10％のプレミアム付き「豊かな
　くらし応援券」を内房・朝夷商工会が発売しました｡ 

子育て支援センターほのぼのオープン（9月） 
　　妊娠期から幼稚園入園前までの子育て家庭への支援を目
　的に開設されました｡ 

ＪＲ千倉駅前広場リニューアル（3月） 
　　バスシェルター、バス待合所、駐輪場、パークアンドライド方式の無料駐車場
　などを整備しました｡ 

地域づくりを考える会が白浜地区、和田地区でそれぞれ発足（7月） 
　　地域づくり協議会設立に向けて、ワークショップを用いた話し合いを開始しま 
　した｡ 

国分バイパス開通（3月） 
　　主要地方道富津館山線と国道128号を結ぶバイパス1.5ｋｍが開通しました｡ 

健田幼稚園舎完成（7月） 
　　鉄筋コンクリート造一部鉄骨造平屋建て911.8㎡です｡ 

第1回南房総市産業まつり開催（12月） 
　　旧町村単位で実施していた産業まつりを一本化し、初めての産業まつりを開催
　しました｡ 

千葉県初、バイオディーゼル燃料製造本格稼動（4月） 
　　給食センターからの廃食用油（使用済み天ぷら油）をもとにバイオディーゼル
　燃料を製造し、ごみ収集車などの軽油代替燃料として活用｡自治体が製造から利用
　まで行うのは千葉県初です｡ 

デマンド型乗合タクシー実証運行開始（10月） 
　　やまなみ線、ちくら線の2路線で運行を始めました｡ 
エコキャップ運動に取り組む本市に感謝状（4月） 
　　ＮＰＯ法人エコキャップ推進協会が進める運動の自治体部門で、栃木市に次い
　で2番目に多くエコキャップを寄付したとして感謝状が贈られました｡ 
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がん検診登録制度

市
の
が
ん
検
診
は
、
今
年
度
か
ら
登
録
制
に
な

り
ま
し
た
。

年
１
回
の
検
診
申
込
書
の
提
出
が
な
く
な
り
、

今
年
度
検
診
を
受
診
さ
れ
た
人
に
は
、
来
年
度
も

検
診
案
内
を
通
知
し
ま
す
。

検
診
の
種
類
に
よ
り
、
登
録
制
に
な
っ
て
い
る

検
診
と
対
象
年
度
ご
と
に
申
し
込
み
が
必
要
な
検

診
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

登
録
制
に
な
っ
て
い
る
検
診

（
一
定
の
年
齢
以
上
の
人
が
対
象
と
な
る
検
診
）

結
核
・
肺
が
ん
検
診
、
胃
が
ん
検
診
、
前
立
腺

が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診
、
子

宮
が
ん
検
診

・

今
年
度
検
診
を
受
診
さ
れ
た
人
は
、
来
年

度
も
検
診
案
内
を
通
知
し
ま
す
。

※

登
録
後
２
年
間
続
け
て
受
診
が
な
い
場
合

は
、
登
録
を
取
り
消
し
ま
す
。
そ
の
後
は
新

た
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

対
象
年
度
ご
と
に
申
し
込
み
が
必
要
な
検
診

（
対
象
と
な
る
人
が
限
定
さ
れ
て
い
る
検
診
）

生
活
習
慣
病
予
防
健
診
、
成
人
歯
科
検
診
、
骨

粗
し
ょ
う
症
検
診
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

※

が
ん
検
診
等
登
録
申
込
書
を
対
象
者
に
通

知
し
ま
す
。

が
ん
検
診
等
登
録
申
込
書
を
送
付
し
ま
す

新
規
に
検
診
の
対
象
と
な
る
人
に
が
ん
検
診
等

登
録
申
込
書
を
送
付
し
ま
す
。
検
診
を
希
望
さ
れ

る
人
は
期
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

通
知
す
る
人
と
検
診
の
種
類
は
下
の
表
の
と
お

り
で
す
。

問い合わせ問い合わせ  健康増進課健康増進課  TEL  36  TEL  36－11521152問い合わせ  健康増進課  TEL  36－1152

問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

対象年齢および対象がん検診など 

対象年齢 生年月日 対象がん検診など 

20歳女性 

30歳女性 

35歳男性 

35歳女性 

36～39歳男女 

 

40歳男性 

 

 

40歳女性 

 

45歳女性 

50歳男性 

50歳女性 

55歳女性 

60歳男性 

60歳女性 

65歳女性 

70歳男性 

70歳女性 

平成  2年4月1日～平成  3年3月31日生まれ 

昭和55年4月1日～昭和56年3月31日生まれ 

昭和50年4月1日～昭和51年3月31日生まれ 

昭和50年4月1日～昭和51年3月31日生まれ 

昭和46年4月1日～昭和50年3月31日生まれ 

 

昭和45年4月1日～昭和46年3月31日生まれ 

 

 

昭和45年4月1日～昭和46年3月31日生まれ 

 

昭和40年4月1日～昭和41年3月31日生まれ 

昭和35年4月1日～昭和36年3月31日生まれ 

昭和35年4月1日～昭和36年3月31日生まれ 

昭和30年4月1日～昭和31年3月31日生まれ 

昭和25年4月1日～昭和26年3月31日生まれ 

昭和25年4月1日～昭和26年3月31日生まれ 

昭和20年4月1日～昭和21年3月31日生まれ 

昭和15年4月1日～昭和16年3月31日生まれ 

昭和15年4月1日～昭和16年3月31日生まれ 

 

子宮がん検診 

乳がん検診 

生活習慣病予防健診 

生活習慣病予防健診、骨粗しょう症検診 

生活習慣病予防健診 

結核・肺がん検診、胃がん検診、 

大腸がん検診、肝炎ウイルス検診、 

成人歯科検診 

結核・肺がん検診、胃がん検診、 

大腸がん検診、肝炎ウイルス検診、 

骨粗しょう症検診、成人歯科検診 

骨粗しょう症検診 

前立腺がん検診、成人歯科検診 

骨粗しょう症検診、成人歯科検診 

骨粗しょう症検診 

成人歯科検診 

骨粗しょう症検診、成人歯科検診 

骨粗しょう症検診 

成人歯科検診 

骨粗しょう症検診、成人歯科検診 

※　がん検診などの登録状況の確認や変更をしたい人は、健康増進課までご連絡ください｡ 
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①

個
人
住
民
税
に
お
け
る
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
の
創
設

平
成
21
年
か
ら
平
成
25
年
ま
で
に
入
居
し

た
人
に
つ
い
て
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な

か
っ
た
金
額
を
翌
年
度
分
の
個
人
住
民
税
か

ら
控
除
す
る
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
人

平
成
21
年
か
ら
平
成
25
年
ま
で
に
新
築

ま
た
は
増
改
築
し
た
住
宅
に
入
居
し
た
人

で
、
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
特
別
控
除
の

適
用
が
あ
る
人

控
除
さ
れ
る
額

次
の
い
ず
れ
か
小
さ
い
額
が
翌
年
度
の

個
人
住
民
税
の
所
得
割
額
か
ら
控
除
さ
れ

ま
す
。

・

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
可
能

額
の
う
ち
所
得
税
に
お
い
て
控
除
し

き
れ
な
か
っ
た
額

・

所
得
税
の
課
税
総
所
得
金
額
な
ど

の
額
の
５
％
（
９
万
７
５
０
０
円
を

超
え
る
と
き
は
９
万
７
５
０
０
円
）

実
施
時
期

平
成
22
年
度
の
個
人
住
民
税
か
ら
実
施

（
平
成
21
年
分
の
所
得
税
か
ら
）

手
続
き

給
与
支
払
報
告
書
（
源
泉
徴
収
票
）
な

ど
に
つ
い
て
必
要
な
改
正
を
行
い
、
市
へ

の
申
告
は
不
要
と
な
り
ま
す
。

注
意
事
項

・

事
業
所
か
ら
提
出
さ
れ
る
給
与
支

払
報
告
書
や
確
定
申
告
書
に
住
宅
借

入
金
な
ど
特
別
控
除
可
能
額
や
居
住

年
月
日
な
ど
の
記
載
が
な
い
場
合
、

個
人
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の

対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

・

個
人
住
民
税
の
所
得
割
が
か
か
ら

な
い
人
や
、
均
等
割
の
み
課
税
に
な

る
人
は
、
個
人
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

・

所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を

全
額
控
除
で
き
る
場
合
や
、
住
宅
ロ

ー
ン
控
除
を
適
用
し
な
く
て
も
所
得

税
が
か
か
ら
な
い
場
合
は
、
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

②

上
場
株
式
な
ど
の
配
当
所
得
お
よ
び

譲
渡
所
得
に
か
か
る
軽
減
税
率
の
特
例

の
延
長

上
場
株
式
な
ど
の
配
当
お
よ
び
上
場
株

式
な
ど
の
譲
渡
に
よ
る
収
益
に
か
か
る
税

率
の
軽
減
が
延
長
さ
れ
ま
す
。

平
成
22
年
度
（
平
成
21
年
分
）、
平
成

23
年
度
（
平
成
22
年
分
）
の
上
場
株
式
な

ど
の
配
当
所
得
の
う
ち
、
１
０
０
万
円
超

え
の
部
分
お
よ
び
譲
渡
所
得
の
う
ち
５
０

０
万
円
超
え
の
部
分
に
つ
い
て
は
５
％
、

そ
れ
以
下
の
部
分
に
つ
い
て
は
３
％
の
軽

減
税
率
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
左
表
の
と
お
り
平
成
21
年
度

（
平
成
20
年
分
）
ま
で
と
同
様
に
金
額
に

関
係
な
く
軽
減
税
率
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
　
個
人
住
民
税
の
主
な
変
更
内
容

※

税
源
移
譲
に
伴
う
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

こ
の
改
正
に
伴
い
、
平
成
11
年
か
ら
平

成
18
年
末
ま
で
に
入
居
し
、
所
得
税
の
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て
い
る
人
で
税
源

移
譲
に
よ
り
所
得
税
が
減
額
と
な
り
所
得

税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
額
を
申
告

に
よ
り
個
人
住
民
税
か
ら
控
除
し
て
い
る

人
に
つ
い
て
も
、
平
成
22
年
度
分
以
降
は

市
に
対
す
る
申
告
が
原
則
不
要
と
な
り
ま

す
。

年 

税率 

現　行 

平成20年 
12月まで 

平成23年 
1月以降 

10％ 
住民税3％ 
所得税7％ 

20％ 
住民税　5％ 
所得税15％ 

原則　20％ 
　　 （住民税5％　所得税15％） 

特例措置 
　 

上場株式の配当10％ 

（100万円以下の部分） 
　 

上場株式などの譲渡益10％ 

（500万円以下の部分） 

平成21年 平成22年 

改正後 

年 平成24年1月以降 
平成20年 
12月まで 

税率 

平成22年 平成21年 平成23年 

10％ 
住民税3％ 
所得税7％ 

10％ 
住民税3％ 
所得税7％ 

20％ 
住民税　5％ 
所得税15％ 

住民税3％ 
所得税7％ 

住民税3％ 
所得税7％ 
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③

土
地
な
ど
の
長
期
譲
渡
所
得
に
係
る

特
別
控
除
の
創
設

個
人
が
平
成
21
年
１
月
１
日
か
ら
平
成

22
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
取
得
し
た
国

内
に
あ
る
土
地
な
ど
（
相
続
・
遺
贈
・
贈

与
お
よ
び
交
換
に
よ
る
も
の
を
除
く
）
を

５
年
を
超
え
て
所
有
し
た
上
で
譲
渡
を
し

た
場
合
に
は
、
そ
の
譲
渡
所
得
の
金
額
か

ら
１
０
０
０
万
円
（
１
０
０
０
万
円
に
満

た
な
い
場
合
は
そ
の
金
額
）
が
控
除
さ
れ

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
　
℡
33
│
１
０
２
３

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

な
ど
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
人
の
小
額
預
金
、

少
額
公
債
の
各
元
本
３
５
０
万
円
ま
で
の
利
子

な
ど
が
非
課
税
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

館
山
税
務
署
　
℡
22
│
０
１
０
１
（
代
表
）

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い
65
歳
以
上
の

人
で
、
要
介
護
１
か
ら
５
に
認
定
さ
れ
て
い
る

人
お
よ
び
40
歳
以
上
65
歳
未
満
で
要
介
護
４
・

５
に
認
定
さ
れ
て
い
る
人
の
う
ち
、
一
定
の
要

件
に
あ
て
は
ま
る
人
に
、
申
請
に
基
づ
き
「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

目
以
降
の
場
合
、
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
、
市
で
交
付
す
る

「
主
治
医
意
見
書
の
内
容
に
つ
い
て
確
認
し
た

書
類
」
に
よ
り
、
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

確
認
書
を
受
け
ら
れ
る
人
の
要
件

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
寝
た
き
り
の

高
齢
者
な
ど
で
、
尿
失
禁
な
ど
で
お
む
つ
使

用
が
確
認
で
き
る
人
。

※

交
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
　
℡
36
│
１
１
５
４

認
定
基
準
日

各
年
12
月
31
日
現
在
の
認
定
状
況

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
　
℡
36
│
１
１
５
４

治
療
上
適
切
な
ス
ト
マ
用
装
具
を
消
耗
品

と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
と
医
師
が
認
め
、
証
明
書
を
発
行
し
た
人

に
つ
い
て
は
、
ス
ト
マ
用
装
具
に
か
か
る
費

用
は
、
医
療
費
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
を
利

用
さ
れ
て
い
る
人
の
医
療
費
控
除
の
対
象
は
、

支
払
っ
た
自
己
負
担
額
に
限
り
ま
す
。

手
続
き
方
法
　
医
療
費
控
除
を
受
け
る
際
に
、

医
師
が
発
行
し
た
証
明
書
と
ス
ト
マ
用
装
具

代
の
領
収
書
を
確
定
申
告
書
に
添
付
す
る

か
、
提
示
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
証
明
書

の
用
紙
は
、
館
山
税
務
署
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

館
山
税
務
署
　
℡
22
│
０
１
０
１
（
代
表
）

お
む
つ
代
（
費
用
）
に
か
か
る
所
得
税
の

医
療
費
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
主
治
医

が
発
行
し
た
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
が
必

要
で
す
が
、
当
該
医
療
費
控
除
申
告
が
２
回

ス
ト
マ
用
装
具
（
蓄
便
袋
・

蓄
尿
袋
）
に
係
る
費
用
の
医

療
費
控
除

利
子
な
ど
の
非
課
税

お
む
つ
費
用
の
医
療
費
控
除

対
象
に
か
か
る
確
認
書
の
交
付

要
介
護
認
定
者
な
ど
の
障
害

者
控
除

傷
病
に
よ
り
寝
た
き
り
な
ど

の
状
態
に
あ
る
人
が
在
宅
療
養

を
行
う
た
め
に
、
医
師
の
継
続

的
な
診
療
を
受
け
て
お
り
、
か

つ
そ
の
医
師
と
適
切
な
連
携
を

も
と
に
次
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

利
用
し
た
場
合
、
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
た
め
の
費
用
（
利
用
者

負
担
額
）
に
つ
い
て
、
医
療
費

控
除
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

医
療
費
控
除
　
館
山
税
務
署

℡
22
│
０
１
０
１（
代
表
）

証
明
書
発
行
　
社
会
福
祉
課

℡
36
│
１
１
５
１（
直
通
）

対象となるサービス 

　医療費控除を受ける際に、市の発行する「在
宅介護費用証明書」と訪問入浴サービス利用
決定書などの写しを確定申告書に添付するか、
提示する。 

　医療費控除を受ける際に、指定障害者福
祉サービス事業者などの発行する「障害福
祉サービス利用者負担額証明書」と市の発
行する受給者証の写しなど確定申告書に添
付するか、提示する。 

手続き方法 

　障害者自立支援法に基づく市町村が実施
する地域生活支援事業訪問入浴サービス 

障害者自立支援法に基づく福祉サービス 
１　居宅介護（身体介護、通院介助〈身体 
　介護を伴う場合〉および乗降介助に限る） 
２　重度訪問介護（身体介護、通院介助〈身
　体介護を伴う場合〉および乗降介助に限 
　る） 
３　短期入所（市町村により遷延性意識障
　害者などとして支給決定を受けたものに 
　限る） 
４　重度障害者包括支援（１から３でと同
　様のものに限る） 

在
宅
療
養
の

介
護
費
用
の

医
療
費
控
除
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期
　
間

２
月
16
日
（
火
）
か
ら
３
月
15
日
（
月
）
ま
で

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

場
　
所

市
役
所
本
庁
別
館
１
、
富
山
支
所
、
三
芳
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
白
浜
支
所
、
千
倉
支
所
、
丸
山

公
民
館
、
和
田
支
所

詳
し
く
は
、
お
知
ら
せ
版
２
月
号
と
あ
わ
せ
て
各
世
帯
に

配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
　
℡
33
│
１
０
２
３

農
業
者
の
老
後
の
生
活
安
定
の
た
め
、
農
業
者
年
金
へ

の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で
、

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳
未
満
の
人
で
あ
れ

ば
、
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
支
給
は
原
則
65
歳
か
ら
で

す
。脱

退
は
自
由
で
す
が
、
脱
退
一
時
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。
加
入
期
間
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ま
で
に
支
払
っ
た

保
険
料
は
将
来
、
年
金
と
し
て
受
け
取
れ
ま
す
。
農
地
を

持
っ
て
い
な
い
農
業
者
や
配
偶
者
、
後
継
者
な
ど
の
家
族

従
事
者
も
加
入
で
き
ま
す
。

高
齢
化
時
代
に
強
い
年
金

自
ら
納
め
た
保
険
料
と
そ
の
運
用
収
入
を
基
に
し
て
年

金
額
が
決
ま
る
確
定
拠
出
型
年
金
で
す
。

保
険
料
の
額
は
自
由
に
選
択

自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
額
に
応
じ
て
、
月
額
２
万
円

か
ら
６
万
７
千
円
ま
で
の
間
で
自
由
に
決
め
ら
れ
ま
す
。

終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き

年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。
仮
に
80
歳
前
に
亡
く
な

っ
た
場
合
で
も
、
死
亡
し
た
翌
月
か
ら
80
歳
ま
で
に
受
け

取
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
年
金
額
が
、
死
亡
一
時
金
と
し
て

遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
国
庫
補
助
制
度

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
し
て
い
る
な
ど
一
定
の
要
件

を
満
た
す
人
に
は
、
国
か
ら
月
額
最
高
１
万
円
の
保
険
料

補
助
が
あ
り
ま
す
。

公
的
年
金
な
ら
で
は
の
優
遇
措
置

支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
、
所
得
税
、
住
民
税
の
節
税
（
支
払
額
の
15
％
か

ら
30
％
程
度
）
に
つ
な
が
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
　
℡
33
│
１
０
８
１
　
Ｊ
Ａ
各
支
店

公
共
的
団
体
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
か
た
っ
た
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
詐
欺
事
件
が
各
地
で
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
れ
？
怪
し
い
な
…
と
思
っ
た
ら

●

身
分
証
明
書
を
確
認
す
る
。
訪
問
者
の
名
前
・
住
所

な
ど
を
聞
き
、
メ
モ
を
す
る
。
偽
造
名
刺
に
は
注
意
。

免
許
証
な
ど
で
確
認
す
る
（
免
許
証
番
号
も
メ
モ
）。

●

頼
ん
で
い
な
い
要
件
や
、
一
方
的
な
要
件
は
、
は
っ

き
り
断
る
。

●

通
常
、
料
金
は
請
求
し
ま
せ
ん
。
自
分
の
判
断
で
お

金
は
決
し
て
払
わ
な
い
（
家
族
・
警
察
に
す
ぐ
相
談
）。

問
い
合
わ
せ

情
報
推
進
課
　
℡
33
│
１
０
０
３

住
民
税
の
申
告
・
所
得
税
確
定
申
告
の
受
け
付
け

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
職
員
」
や
「
電
力
会
社
職
員
」
を

装
っ
た
地
デ
ジ
詐
欺
事
件
に
注
意

農
業
者
年
金
加
入
者
募
集
中

市
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
整
備
事
業
、
本
稿
執
筆

時
点
で
は
、
市
と
一
緒
に
事
業
を
進
め
る
通
信

事
業
者
を
選
定
中
で
す
。
利
用
料
金
や
サ
ー
ビ

ス
内
容
は
、
事
業
者
の
決
定
後
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
ん
な
メ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

「
光
フ
ァ
イ
バ
ー
が
整
備
さ
れ
た
ら
、
パ
ソ
コ
ン
を

持
っ
て
い
れ
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
フ
リ
ー

ス
ポ
ッ
ト
が
も
っ
と
市
内
に
欲
し
い
で
す
ね
。
鴨
川
の

Ｍ
と
い
う
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
は
、
そ
う
な
っ
て
い

る
ら
し
く
、
中
国
人
の
若
い
女
性
が
、
イ
ヤ
ホ
ン
と
マ

イ
ク
を
パ
ソ
コ
ン
に
つ
な
い
で
、
ス
カ
イ
プ
（
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
＋
パ
ソ
コ
ン
で
使
え
る
無
料
電
話
）
を
や
っ

て
い
ま
し
た
。
時
代
で
す
ネ
」（
50
代
男
性
）。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
随
分
普
及
し
た
と
は
い
え
、
何

が
便
利
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
人
も
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
そ
ん
な
人
た
ち
の
た
め
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ

い
て
の
あ
な
た
の
体
験
、
魅
力
や
利
点
、
光
フ
ァ
イ
バ

ー
へ
の
期
待
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
こ
の
欄
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ち
な
み
に
市
内
の
フ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
は
、「
南
房
総

フ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
で
検
索
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

情
報
推
進
課

℡
33
│
１
０
０
３
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12月22日（火）実施
● 房総半島最南端への誘導サイン設置
●　市成人式
●　市新春賀詞交歓会

12月定例記者会見暮らしの 暮らしの 

お知らせ お知らせ 

市が発注する物品購入や、役務の提供などの入札に
参加を希望する場合は、南房総市入札参加業者資格者
名簿に登載されることが必要です｡
4月1日から平成24年3月31日までの2年間を有効

期間とする入札参加資格審査申請の受け付けを行って
います｡入札参加を希望する人は、必ず申請してくだ
さい｡
申 請 方 法 郵送または持参
申 請 期 限 2月12日（金）

※ 土・日曜日、祝日を除く
申請書作成要領などの配布 原則、市のホームページ

からのダウンロード｡
申請および問い合わせ 財政課　TEL 33－1022

一般会計補正予算（第6号）
一般会計予算は、歳入と歳出にそれぞれ2,539万4

千円を追加し、補正後の総額は、265億2,412万円
となりました｡
この補正は、新型インフルエンザ予防接種の優先接

種対象者のうち、生活保護世帯および市民税非課税世
帯の予防接種費用を全額補助するための2,539万4千
円を追加したものです｡
一般会計補正予算（第7号）
一般会計予算は、歳入と歳出それぞれ2,070万1千

円を減額し、補正後の総額は、265億341万9千円と
なりました｡
この補正は、人事院勧告の内容を受けて行う職員給

与など9,250万3千円の減額、合併処理浄化槽設置希
望者の増加による合併処理浄化槽設置整備事業補助金
1,173万3千円の追加、次年度以降工事を予定してい
る市道の用地測量ほか道路新設改良事業2,789万円の
追加などが主なものです｡
問い合わせ 財政課　TEL 33－1022

益子　恵さん（三芳地区）
犬好きが高じて、犬のマスコット作りに励んでいる益子さん｡ど

んなかわいいマスコットキャラクターにしようかアイデアを練っ
ているときが一番楽しいそうです｡
表紙作品には愛犬の人形も登場しています｡イングリッシュポイ

ンターの「武蔵」とミニチュアシュナイザーの「珊瑚
さ ん ご

」です｡
材料は、フェルト、紙粘土、樹脂粘土など。ぬくもりを感じる

作品です｡

今月の表紙

投　票　日 4月11日（日）
告　示　日（立候補届出日） 4月4日（日）
立候補予定者説明会の日程は、後日お知らせします｡
今回の選挙から、次の点が変更となります｡
・ 市議会議員の定数が、25人から23人になりま
す｡
・ 市議会議員選挙の選挙区は廃止｡市長選挙と同
じ市全域で行われます｡
・ 議会議員選挙の選挙公報が発行されます｡
・ 投票区が52投票区から27投票区に再編されました｡
※ 期日前投票所は従来と同じ7カ所に開設予定です｡
問い合わせ 市選挙管理委員会　TEL 33－1131

南房総市長選挙・南房総市議会議員一般選挙
投票日は4月11日（日）に決定

農林水産省では、2月1日現在で「2010年世界
農林業センサス」を実施します｡
2010年世界農林業センサスは、各国農林業と比

較することで我が国農林業の実態を明らかにし、今
後の農林業の政策に役立てるために全国の農家や林
業をはじめ、すべての農林業関係者を対象に5年に
1度行われる｢農林業の国勢調査｣といわれる極めて
大切な調査です｡
1月下旬から2月上旬にかけて調査員が「調査員

証」を携行して伺います｡
調査へのご協力をお願いします｡

調 査 内 容 土地の利用状況、農産物の生産・販売、
農作業の受託、林業作業など

問い合わせ 情報推進課　TEL 33－1003

入札参加資格審査申請（物品・委
託）の受け付け

平成21年度 南房総市一般会計補正予算

2010年世界農林業センサスにご
協力ください

おしらせ おしらせ 
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● 三芳夜祭り。三芳緑染会により披露された「日本の祭り　長崎
くんち　龍踊り」。（三芳地区）

「みんなでスポーツ健康づくり　心豊かな南房総」
をスローガンに活動している市体育指導委員連絡協
議会の主催です｡
合併により広域となった市内を歩き、新たに発見

し、ふるさとに誇りと愛着が持てるよう、今年度は
千倉地区を会場に開催します｡
開　催　日 2月21日（日）小雨決行

午前9時15分　七浦小学校集合
コ　ー　ス 七浦小学校～高塚山～道の駅ちくら・

潮風王国～七浦小学校　約10㎞
参　加　費 無料
参 加 資 格 健康な人　

※　小学生以下は保護者同伴
持　ち　物 弁当・飲物・タオル・雨具・その他各

自必要なもの
申 込 期 限 2月5日（金）
申 込 方 法 住所・氏名・電話番号を電話またはフ

ァックスで申し込んでください｡
申込および問い合わせ

千倉総合運動公園
TEL 44―3381
FAX 44－3382

テ　ー　マ 家族と学ぼう応急手当
日　　　時 2月27日（土）午前9時から正午まで
場　　　所 亀田総合病院教育棟3階研修室
内　　　容 講演「季節性と新型インフルエンザの違

い｡～家族がインフルエンザにかかったら
～」、応急手当法など（包帯法、搬送法）

対　　　象 中学生以上
費　　　用 資料代・材料費込みで、2人1組で

1,500円　1人では1,000円
申 込 方 法 申込用紙を電話かファックスで請求し

てください｡（住所・氏名を明記）
申 込 締 切 2月13日（土）必着
申込および問い合わせ

亀田総合病院継続学習センター
TEL 04－7099－1165
FAX 04－7099－1195

平成22年4月から肝臓機能障害による
身体障害者手帳を交付

総合型千倉スポーツクラブ ドルフィン会員

応急手当基礎講座（春期）

おしらせ おしらせ もよおし もよおし 

ぼしゅう ぼしゅう 

市ふれあいウォーキング千倉大会

Child―Pugh分類 肝性脳症、腹水、血清アルブ

ミン値、プロトロンビン時間、血清総ビリルビン

値によって、肝臓機能障害の重症度を評価します｡

対　象　者 認定基準に該当する肝臓機能障害のある人
肝臓移植を受け、抗免疫療法を実施し

ている人
手　続　き 申請書、診断書、写真（縦4㎝×横3㎝）

を社会福祉課・市民課・または各支所（三
芳支所を除く）に提出してください｡
※ 申請書類は社会福祉課・市民課・各
支所（三芳支所を除く）にあります｡
※ 診断書は、身体障害者手帳指定医が
作成したものに限ります｡

認 定 基 準 主として肝臓機能の重症度分類である
Child―Pugh分類によって判定します｡3カ
月以上グレードＣに該当する人が、おおむね
身体障害者手帳の交付対象となります｡ただ
し、診断前の6カ月間にアルコールを摂取し
ている人などは対象になりません｡

詳しい手続き方法や指定医療機関については、社
会福祉課へ問い合わせください｡
問い合わせ 社会福祉課　TEL 36－1151

千倉地区に在住または在勤の人はもちろん、クラ
ブに賛同する人なら誰でも会員になれます｡
会員の更新・登録は、世帯単位で、会費は1世帯

あたり、年額3,000円｡更新または、入会すると会
員証が更新・交付され、ドルフィンが開催する各種
イベントや教室に参加できます｡
イベントや教室によっては、材料費などの実費が

必要になる場合もあります｡
問い合わせ ドルフィン事務局（千倉総合運動公園内）

TEL 40－1107



市では、子どもが健やかに生まれ、育成される社
会とするために、平成22年度から平成26年度まで
の5年間を計画期間とした「南房総市次世代育成支
援（後期）行動計画」（案）を策定します｡
市パブリック・コメント制度に基づき、この案に

対する市民の皆さんの意見を次のとおり募集します｡
閲 覧 方 法 ・子育て支援課、子育て支援センター

「ほのぼの」、市民課および各支所
午前8時30分から午後5時15分まで
・市ホームページ

閲 覧 期 間 1月15日（金）から2月15日（月）
募 集 期 限 2月15日（月）
意見提出方法 指定の様式に住所、氏名、電話番号を明

記して、持参、郵送、電子メールまたはフ
ァックスで提出してください｡
様式は、子育て支援課、子育て支援セン

ター「ほのぼの」、市民課および各支所に
置いてあるもの、または市ホームページか
ら入手したものをご利用ください｡

問い合わせ 子育て支援課　TEL 36－1153

パブリック・コメント制度 市が計画や条例などを策定する
ときに、案の段階で市民の皆さんに公表し、その案に対する
意見、要望などを募集し、寄せられた意見、要望に対する市
の考え方を公表するとともに、寄せられた意見、要望を考慮
しながら最終案を作りあげていく一連の手続きをいいます｡

日　　　時 1月31日（日）午後1時から午後4時まで
場　　　所 船橋市中央公民館5階
内　　　容 法律、人権、出入国、ビザ、就労問題、

教育、進学、心の悩みなど｡専門家が外国
人の相談に応じます｡通訳も可能です｡

申 込 方 法 電話による受け付け（先着順）
対　応　者 弁護士、行政書士、教育相談員、精神

科医他
費　　　用 無料
申込および問い合わせ

譛ちば国際コンベンションビューロー
県国際交流センター
TEL 043－297－0245

日　　　時 2月27日（土）午後1時から午後4時まで
場　　　所 千葉市中央コミュニティセンター6階
内　　　容 労働災害、職業病、交通事故など
申 込 方 法 当日受付・予約不要
対　応　者 弁護士、社会保険労務士他
費　　　用 無料
問い合わせ 千葉中央法律事務所

TEL 043－225－4567
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総人口（－19） 
 43,711人 

男（0） 
 20,942人 
女（－19） 
 22,769人 
世帯数（－6） 
 17,127世帯 

出生 21人 

死亡 66人 

転入 110人 

転出 84人 

人口の動き （平成22年1月1日現在） 
（　）内は前月比 

滝
口
（
白
浜
地
区
）
の
下
立
松
原
神
社
に
、
古
く

か
ら
続
く
「
神
狩

み
か
り

神
事

し
ん
じ

」
が
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
に
は
、
そ
の
期
間
、
五
軒
の
社
家

し
ゃ
け

が
夜

中
、
参
籠
所

さ
ん
ろ
う
じ
ょ

で
御
籠

お
こ
も

り
を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
と
き

起
き
た
不
思
議
な
話
や
お
も
し
ろ
い
話
が
今
も
楽
し

く
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

あ
る
年
の
御
籠
り
で
し
た
。
皆
が
寝
静
ま
り
、
炉ろ

に
焚
い
た
火
だ
け
が
あ
か
あ
か
と
燃
え
て
い
た
と
き
、

何
処

ど

こ

か
ら
と
も
な
く
天て

ん

狗ぐ

が
現
れ
、
炉
端
で
火
に
あ

た
り
、
体
を
温
め
る
と
無
言
の
ま
ま
外
の
闇や

み

に
消
え

た
の
で
す
。
ふ
と
目
を
覚
ま
し
た
幾
人
か
の
社
人
が
、

そ
の
恐
ろ
し
い
姿
を
見
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
あ
る

年
の
御
籠
り
に
は
狸

た
ぬ
き

が
現
れ
、
炉
端
に
あ
ぐ
ら
を
か

く
と
、
大
き
な
「
狸
の
八
畳
敷

は
ち
じ
ょ
う
じ
き

」
を
広
げ
て
眠
り
ま

し
た
の
で
、
あ
る
社
人
が
狸
を
脅お

ど

し
て
や
ろ
う
と
、

次
の
日
、
堅
石

か
た
い
し

を
炉
の
中
へ
く
べ
て
お
き
ま
し
た
。

案
の
定
、
夜
が
ふ
け
た
こ
ろ
狸
が
現
れ
て
、
八
畳

敷
を
広
げ
う
と
う
と
始
め
ま
し
た
か
ら
、
こ
ろ
合
い

は
良
し
と
社
人
が
真
っ
赤
に

焼
け
た
堅
石
を
、
火
箸

ひ
ば
し

に
挟

み
、
狸
の
八
畳
敷
へ
放
り
込

ん
だ
の
で
す
。
狸
は
び
っ
く

り
仰
天
。「
ア
ッ
チ
ッ
チ
、

生
燻

な
ま
く
す

べ
を
放
ら
れ
た
」
と
言

っ
て
、
一
目
散
に
逃
げ
た
そ

う
で
す
。

◇赤十字活動資金の協力について◇◇赤十字活動資金の協力について◇◇赤十字活動資金の協力について◇

南房総市

　　の民話

南房総市

　　の民話

～第45話 ～
生稲謹爾

神狩の御籠り

外国人のための無料総合相談会

労災職業病なんでも相談会

携　帯
サイト

ぼしゅう ぼしゅう そうだん そうだん 

ホームページアドレス
http://www.city.minamiboso.chiba.jp

下立松原神社

次世代育成支援行動計画案への意見

南房総市
安全安心メール
配信登録
QRコード ※

※ 登録は初めに空メールを送信してください
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有
料
広
告

※

広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告

主
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

お習字教室好評開催中

南房総市千倉町在宅介護支援センター 
あさい指定居宅介護支援事業所 

医療法人社団　岬風会 介護老人保健施設 
南房総市千倉町在宅介護支援センター 
あさい指定居宅介護支援事業所 

晴耕苑
お習字教室好評開催中 

南房総市千倉町忽戸692－1

http://www.awa.or.jp/home/rouken/
T E L 0470-40-1231

新しい
『ライフスタイル』

の提案

水廻りの困ったからリフォームまで！ 

詳しくはホームページを 

南房総市千倉町北朝夷280－1 薔 0120－042－196

安房住宅設備機器（有） 

南房総市千倉町北朝夷280－1
薔 0120－042－196

安房住宅設備機器（有） 

水廻りの困ったからリフォームまで！ 

南房総市千倉町北朝夷280－1
薔 0120－042－196

安房住宅設備機器（有） 

水廻りの困ったからリフォームまで！ 

一粒一粒心を込めて造っています 
ハートケーキ予約受付中！ 

１月３１日までに 
お誕生日、記念日などのデコレーションケーキを 

KIYOTAケーキファクトリー
館山市北条1901－50

T E L 0470-24-0465

KIYOTAケーキファクトリー
館山市北条1901－50

T E L 0470-24-0465

st.valentine’s Day

st.valentine’s Day

お誕生日、記念日などのデコレーションケーキを 

館山市北条1901－50　TEL 0470-24-0465

st.valentine’s Day

館山市北条1901－50　TEL 0470-24-046516

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
地
域
の
市
民
活
動
団
体
を
応
援

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
地
域
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
団

体
を
ご
存
知
で
し
た
ら
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
　
市
民
協
働
推
進
室

TEL
33
│
１
０
０
５

広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
１
月
号

平
成
22
年
１
月
14
日
発
行

発
行
　
南
房
総
市
　
〒
２
９
９
―
２
４
９
２

千
葉
県
南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
番
地

編
集
　
情
報
推
進
課
　
℡
　
０
４
７
０
│
33
│
１
０
０
３

FAX

０
４
７
０
│
20
│
４
５
９
６

房総半島最南端「野島埼灯台」 

朝日輝き訪れた旅人が元気の出る南房総市 

「
和
田
地
域
づ
く
り
協
議
会
準
備
委
員
会
」
は
、

市
が
進
め
て
い
る
地
域
づ
く
り
協
議
会
設
立
に
向

け
て
の
具
体
的
な
準
備
の
場
と
し
て
、「
和
田
地
域

づ
く
り
を
考
え
る
会
」
か
ら
準
備
委
員
会
へ
と
発

展
的
に
移
行
し
た
組
織
で
す
。「
考
え
る
会
」
は
、

昨
年
8
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

「
考
え
る
会
」
で
は
発
足
後
、
4
回
の
会
議
を

行
い
、
地
域
に
必
要
な
３
つ
の
視
点
「
安
心
・
安

全
」「
生
き
が
い
」「
に
ぎ
わ
い
」
に
、
そ
れ
ら
を

つ
な
ぐ
「
中
間
支
援
」
を
加
え
、
合
計
4
つ
の
グ

ル
ー
プ
分
け
に
よ
り
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

議
論
の
成
果
と
し
て
、
自
然
災
害
へ
の
対
応

（
安
全
・
安
心
）、
地
域
の
た
め
の
生
涯
学
習
（
生

き
が
い
）、
イ
ベ
ン
ト
を
つ
な
げ
た
賑に
ぎ

わ
い
づ
く
り

や
昔
の
料
理
の
掘
り
起
こ
し
（
に
ぎ
わ
い
）
な
ど

の
行
動
計
画
（
素
案
）
も
で
き
つ
つ
あ
り
、
協
議

会
設
立
に
向
け
て
よ
り
具
体
的
に
検
討
す
る
準
備

委
員
会
へ
と
、
昨
年
12
月
に
移
行
し
ま
し
た
。

こ
の
準
備
委
員
会
の
動
き
に
あ
わ
せ
て
、
4
頁

で
紹
介
し
て
い
る
地
域
の
か
わ
ら
ば
ん
「
わ
だ
い

す
き
」
の
発
行
や
、
和
田
支
所
玄
関
付
近
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
化
な
ど
、
具
体
的
な
活
動
も
生
ま
れ
て
き

ま
し
た
。

今
後
の
動
き
に
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

地
域
づ
く
り
支
援
員
（
和
田
担
当
）

℡
0
8
0
ー
4
1
8
8
ー
7
1
0
3

市
民
活
動
団
体
の
紹
介
箘

週１回のペースで協議会の組織づくりに向けた検討をしています

〜
和
田
地
域
づ
く
り
協
議
会
準
備
委
員
会
〜

代
表
　
辻
　
貞
夫
　
会
員
　
53
人


